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言

　
「
主
」
と
「
客
」
と
は
典
型
的
な
対
義
語
で
あ
る
。
一
般
に
は
、
主
人
と
客
人
を
表
す
が
、
哲
学
の
用
語
と
し
て
は
、
主
体
と
客
体
、

主
観
と
客
観
な
ど
を
意
味
す
る
。

　
『
説
文
解
字
』
に
「
主
、
燈
中
火
主
也
」
と
あ
り
、「
主
」
の
原
義
は
灯
心
。
借
り
て
「
主
人
」
の
意
を
表
す
。
一
方
、「
客
」
は
、『
説

文
解
字
』
に
「
客
、
寄
也
」
と
あ
る
。
た
だ
、「
客
」
の
原
義
は
、
外
地
か
ら
他
郷
に
来
て
い
る
人
で
あ
り
、「
寄
寓
」
と
す
る
『
説
文
解

字
』
の
解
説
は
引
申
義
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
特
に
外
国
か
ら
来
て
官
職
に
就
い
て
い
る
人
を
表
す
場
合
も
あ
り
、
有
名
な
「
逐
客

令
」
は
、
そ
う
し
た
「
客
」
の
用
例
で
あ
る
。『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
に
、「
李
斯
上
書
説
、
乃
止
逐
客
令
」
と
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
「
主
」「
客
」
の
意
味
は
、
中
国
古
典
の
中
で
、
ほ
ぼ
一
定
し
て
い
た
と
考
え
て
良
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下

1



で
は
、
特
に
、
諸
子
百
家
の
時
代
の
兵
家
と
道
家
の
文
献
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
に
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
「
主
」「
客
」
の
用
例
に
つ
い
て

検
討
し
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
、『
老
子
』
の
「
主
」
と
「
客
」

　

ま
ず
、
道
家
の
『
老
子
』
を
取
り
上
げ
る
。『
老
子
』
第
三
十
五
章
に
、「
樂
與
餌
、
過
客
止
（
楽
と
餌
と
に
は
、
過
客
も
止
ま
る
）」

と
あ
る
。
音
楽
と
ご
馳
走
に
は
旅
人
も
足
を
止
め
る
、
と
い
う
意
味
で
、
こ
こ
で
の
「
客
」
は
旅
人
を
指
す
。
こ
れ
は
、
中
国
古
典
の
中

で
も
最
も
一
般
的
な
用
例
で
あ
り
、
例
え
ば
、『
論
語
』
の
中
に
見
ら
れ
る
「
客
」
も
、
同
類
の
用
例
で
あ
る
）
1
（

。

　

と
こ
ろ
が
、『
老
子
』
第
六
十
九
章
に
は
、
次
の
よ
う
な
「
主
」「
客
」
の
用
例
が
見
え
る
。

用
兵
有
言
曰
、「
吾
不
敢
為
主
而
為
客
、
不
敢
進
寸
而
退
尺
。」

兵
を
用
う
る
に
言
有
り
て
曰
く
、「
吾
敢
て
主
と
為
ら
ず
に
客
と
為
る
。
敢
て
寸
を
進
め
ず
し
て
尺
を
退
く
」。

　

ち
な
み
に
、
右
の
引
用
は
、
新
出
土
テ
キ
ス
ト
の
北
京
大
学
竹
簡
本
）
2
（

に
基
づ
い
て
い
る
が
、
諸
本
で
も
大
き
な
相
違
は
な
い
。
念
の
た

め
に
、
代
表
的
な
テ
キ
ス
ト
を
対
照
さ
せ
て
記
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

﹇
北
京
本
﹈　　
　

用
兵
有
言
曰
、
吾
不
敢
爲
主
而
爲
客
、
不
敢
進
寸
而
退
尺
。

﹇
馬
王
堆
甲
本
﹈　

用
兵
有
言
曰
、
吾
不
敢
爲
主
而
爲
客
、
不　

進
寸
而
芮
尺
。
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「主」と「客」

﹇
馬
王
堆
乙
本
﹈　

用
兵
又
言
曰
、
吾
不
敢
爲
主
而
爲
客
、
不
敢
進
寸
而
退
尺
。

﹇
傅
奕
本
﹈　　
　

用
兵
有
言
曰
、
吾
不
敢
爲
主
而
爲
客
、
不
敢
進
寸
而
退
尺
。

﹇
河
上
公
本
﹈　　

用
兵
有
言
、　 

吾
不
敢
爲
主
而
爲
客
、
不
敢
進
寸
而
退
尺
。

﹇
王
弼
本
﹈　　
　

用
兵
有
言
、　 

吾
不
敢
爲
主
而
爲
客
、
不
敢
進
寸
而
退
尺
。

　

要
す
る
に
、「
曰
」
字
の
有
無
が
違
う
と
い
う
だ
け
で
あ
り
、「
主
」「
客
」
の
箇
所
自
体
に
は
揺
れ
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の

「
主
」「
客
」
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
通
常
、
以
下
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

用
兵
の
言
葉
と
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
、「
自
分
は
決
し
て
主
体
と
な
ら
ず
に
受
け
身
と
な
る
。
一
寸
も
進
も
う
と
は
せ
ず
一
尺
で

も
多
く
退
く
」
と
。

　

す
な
わ
ち
、「
主
」
は
主
動
、「
客
」
は
受
け
身
、
と
い
う
理
解
で
あ
る
。
積
極
・
消
極
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
れ
が
「
用
兵
」
の
言
葉
だ
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
木
村
英
一
・
野
村
茂
夫
補
『
老
子
』（
講
談
社
、
一
九
八
四
年
）
は
、「
こ
の
章
も
多
く
の
成
語
か
ら
成
る
よ
う
で
あ
る
。

「
吾
不
敢
為
主
而
為
客
、
不
敢
進
寸
而
退
尺
」
は
「
客
・
尺
」
と
一
韻
で
あ
り
、
用
兵
家
の
用
い
て
い
た
成
語
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
。
ま

た
、
池
田
知
久
『
馬
王
堆
出
土
文
献
訳
注
叢
書
老
子
』（
東
方
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）
も
、「
以
下
の
文
章
は
、
当
時
の
兵
家
の
こ
と
ば
を

引
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
指
摘
す
る
。

　
「
主
」「
客
」
自
体
の
理
解
に
は
問
題
な
い
で
あ
ろ
う
。
用
兵
の
極
意
と
し
て
、「
客
」
の
立
場
と
な
る
こ
と
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
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戦
争
で
は
、
主
導
権
を
握
ろ
う
と
し
て
前
進
し
が
ち
で
あ
る
が
、
そ
の
気
持
ち
を
押
さ
え
て
、
む
し
ろ
退
く
こ
と
を
考
え
よ
と
い
う
の
で

あ
る
。
軍
事
に
お
い
て
も
、
無
為
無
欲
で
あ
る
こ
と
が
逆
に
勝
利
を
呼
び
込
む
と
の
教
え
で
あ
る
。

　

同
様
の
思
想
は
、
実
は
、
そ
の
直
前
の
第
六
十
八
章
に
も
見
え
る
。

善
爲
士
者
不
武
。
善
戰
者
不
怒
。
善
勝
敵
者
不
與
。
善
用
人
者
爲
之
下
。
是
謂
不
爭
之
德
。
是
謂
用
人
之
力
。
是
謂
配
天
之
極
。

善
く
士
為
た
る
者
は
武
な
ら
ず
。
善
く
戦
う
者
は
怒
ら
ず
。
善
く
敵
に
勝
つ
者
は
与
に
せ
ず
。
善
く
人
を
用
う
る
者
は
之
が
下
と
為

る
。
是
れ
を
不
争
の
徳
と
謂
う
。
是
れ
を
人
の
力
を
用
う
と
謂
う
。
是
れ
を
天
に
配
す
る
古
の
極
と
謂
う
。

　

真
の
武
士
は
猛
々
し
く
な
い
。
戦
上
手
の
者
は
怒
り
を
露
わ
に
し
な
い
と
い
う
。
第
六
十
八
章
と
第
六
十
九
章
は
、
と
も
に
「
武
」
に

つ
い
て
説
き
、
し
か
も
一
見
消
極
的
な
態
度
が
良
い
と
す
る
共
通
性
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
は
、「
無
爲
而
無
不
爲
（
無
為

に
し
て
而
も
為
さ
ざ
る
無
し
）」
と
い
う
『
老
子
』
の
屈
折
し
た
思
想
を
、
軍
事
面
に
応
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
、
第
六
十
九
章
に
見
え
る
「
主
」「
客
」
の
対
比
を
、「
兵
家
」
者
言
の
引
用
と
理
解
し
て
良
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
以
下
で

は
、『
孫
子
』
を
初
め
と
す
る
兵
家
の
「
主
」「
客
」
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

二
、『
孫
子
』
の
説
く
「
主
」「
客
」

　

ま
ず
、『
孫
子
』
に
も
、
賓
客
と
い
う
意
味
で
の
「
客
」
の
用
例
は
あ
る
。
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「主」と「客」

孫
子
曰
、
凡
用
兵
之
法
、
馳
車
千
駟
、
革
車
千
乘
、
帶
甲
十
萬
、
千
里
饋
糧
、
則
内
外
之
費
、
賓
客
之
用
、
膠
漆
之
材
、
車
甲
之

奉
、
日
費
千
金
、
然
後
十
萬
之
師
舉
矣
。（
作
戦
篇
）

孫
子
曰
く
、
凡
そ
用
兵
の
法
は
、
馳
車
千
駟
、
革
車
千
乗
、
帯
甲
十
万
、
千
里
に
し
て
糧
を
饋お
く

る
と
き
は
、
則
ち
内
外
の
費
、
賓
客

の
用
、
膠
漆
の
材
、
車
甲
の
奉
、
日
に
千
金
を
費
や
し
て
、
然
る
後
に
十
万
の
師
挙
が
る
。

　

こ
れ
は
、『
老
子
』
第
三
十
五
章
と
同
じ
よ
う
に
、
外
来
の
客
（
使
節
団
）
と
い
う
意
味
で
の
使
用
例
で
あ
る
。
十
万
の
軍
隊
を
動
員

す
る
際
に
は
、
こ
の
「
賓
客
之
用
」
を
含
め
て
、
莫
大
な
戦
費
が
必
要
に
な
る
と
の
主
張
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
軍
事
用
語
と
し
て
の
使
用
例
は
、
こ
れ
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。
例
え
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

凡
爲
客
之
道
、
深
入
則
專
、
主
人
不
克
。
掠
于
饒
野
、
三
軍
足
食
。
謹
養
而
勿
勞
、
併
氣
積
力
、
運
兵
計
謀
、
爲
不
可
測
。
投
之
無

所
往
、
死
且
不
北
。
死
焉
不
得
。
士
人
盡
力
。（
九
地
篇
）

凡
そ
客
為
る
の
道
、
深
く
入
れ
ば
則
ち
専
ら
に
し
て
、
主
人
克か

た
ず
。
饒
野
に
掠か
す

む
れ
ば
、
三
軍
も
食
に
足
る
。
謹
め
養
い
て
労
す

る
こ
と
勿な

く
、
気
を
併
せ
力
を
積
み
、
兵
を
運め
ぐ

ら
し
て
計
謀
し
、
測
る
べ
か
ら
ざ
る
を
為
す
。
之
を
往
く
所
無
き
に
投
ず
れ
ば
、
死

し
て
且
つ
北に

げ
ず
。
死
焉い
ず
くん

ぞ
得
ざ
ら
ん
。
士
人
力
を
尽
く
さ
ん
。

　

こ
の
一
節
は
次
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
。
お
よ
そ
遠
征
軍
を
編
成
し
て
敵
地
に
赴
く
場
合
（
客
）
の
原
則
は
、
敵
の
国
境
を
越
え
て
遙

か
に
深
く
侵
攻
す
れ
ば
、
士
卒
は
気
力
を
充
実
さ
せ
必
死
と
な
っ
て
戦
う
の
で
、
本
国
に
あ
っ
て
迎
え
撃
つ
敵
（
主
人
）
は
こ
ち
ら
に
対

抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
肥
沃
な
土
地
で
農
作
物
を
掠
奪
す
れ
ば
、
軍
隊
の
食
糧
も
充
足
す
る
。
そ
の
食
糧
で
士
卒
を
充
分
に
休
養
さ
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せ
て
疲
れ
さ
せ
ず
、
士
卒
の
気
を
み
な
ぎ
ら
せ
全
力
を
尽
く
さ
せ
、
軍
隊
を
巧
み
に
運
用
し
て
策
略
を
め
ぐ
ら
し
、
敵
に
こ
ち
ら
の
動
き

を
予
測
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
。
兵
を
あ
え
て
敵
中
深
く
侵
攻
さ
せ
、
勝
利
の
み
が
帰
還
を
約
束
す
る
と
い
う
状
況
に
追
い
込
め
ば
、
か

れ
ら
は
死
力
を
つ
く
し
て
奮
戦
し
、
敵
前
逃
亡
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
ど
う
し
て
必
死
の
覚
悟
を
い
だ
か
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。

か
れ
ら
は
全
力
を
つ
く
し
て
働
く
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
は
、「
客
」
と
「
主
人
」
が
明
快
に
対
比
さ
れ
て
い
る
。「
客
」
は
他
国
へ
の
侵
攻
軍
、「
主
人
」
は
、
そ
れ
を
根
拠
地
に
あ
っ

て
迎
え
撃
つ
側
で
あ
る
。
そ
し
て
、『
孫
子
』
は
、「
客
」
の
側
の
要
諦
と
し
て
、
中
途
半
端
に
な
ら
な
い
こ
と
を
あ
げ
る
。
い
つ
で
も
母

国
に
帰
還
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
士
卒
の
心
は
前
向
き
に
は
な
ら
な
い
。
国
境
線
を
越
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
大
胆
に
敵
地
の
奥
深

く
に
侵
攻
し
、
帰
国
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
一
戦
に
勝
利
す
る
以
外
に
は
な
い
と
い
う
覚
悟
を
士
卒
に
植
え
つ
け
る
必
要
が
あ
る
。
死
に

も
の
ぐ
る
い
で
戦
う
か
ら
、
活
路
も
開
け
て
く
る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
来
敵
（
客
）
を
迎
え
る
側
（
主
人
）
も
、
根
拠
地
に
い
る
か
ら

と
い
っ
て
安
心
は
で
き
な
い
。
母
国
で
戦
う
と
い
う
安
心
感
が
、
逆
に
劣
勢
を
招
い
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
主
張
は
、
基
本
的
に
は
、「
客
」
の
側
が
様
々
な
困
難
を
抱
え
て
い
て
不
利
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
同
じ

く
九
地
篇
の
末
尾
で
は
次
の
よ
う
に
説
く
。

凡
爲
客
之
道
、
深
則
專
、
淺
則
散
。（
九
地
篇
）

凡
そ
客
為
る
の
道
は
、
深
け
れ
ば
則
ち
専
ら
に
し
て
、
浅
け
れ
ば
則
ち
散
ず
。

　

国
境
線
を
越
え
て
深
く
敵
地
に
侵
攻
し
た
場
合
は
、
士
卒
は
一
致
団
結
す
る
が
、
中
途
半
端
に
浅
く
侵
攻
し
た
場
合
に
は
、
逃
散
し
て

し
ま
う
と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
客
」
は
長
距
離
を
進
攻
す
る
の
で
、
そ
の
過
程
で
様
々
な
困
難
が
伴
う
こ
と
を
説
く
。
そ
こ
で
『
孫
子
』
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「主」と「客」

は
、
同
じ
く
九
地
篇
の
冒
頭
で
、
敵
国
深
く
進
入
し
た
場
合
、
そ
こ
を
「
重
地
」、
浅
く
進
入
し
た
場
合
、
そ
こ
を
「
軽
地
」
と
定
義
し

て
い
た
。
進
攻
距
離
の
度
合
い
に
よ
っ
て
、
そ
の
留
意
点
も
変
わ
っ
て
く
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

更
に
、
行
軍
篇
で
は
、「
水
」
の
戦
い
と
い
う
観
点
か
ら
「
客
」
に
注
目
し
て
い
る
。

絕
水
必
遠
水
、
客
絕
水
而
來
、
勿
迎
之
于
水
内
、
令
半
渡
而
擊
之
、
利
。
欲
戰
者
、
無
附
于
水
而
迎
客
。
視
生
處
高
、
無
迎
水
流
。

此
處
水
上
之
軍
也
。（
行
軍
篇
）

水
を
絶
て
ば
必
ず
水
に
遠
ざ
か
り
、
客 

水
を
絶
ち
て
来
た
ら
ば
、
之
を
水
の
内
に
迎
う
る
勿
く
、
半
ば
渡
ら
し
め
て
之
を
撃
つ
は
、

利
な
り
。
戦
わ
ん
と
欲
す
る
者
は
、
水
に
附
き
て
客
を
迎
う
る
こ
と
無
か
れ
。
生
を
視
て
高
き
に
処
り
、
水
流
を
迎
う
る
こ
と
無
な

か
れ
。
此
れ
水
上
に
処
る
の
軍
な
り
。（
行
軍
篇
）

　

こ
れ
は
、
沼
沢
地
や
川
で
の
戦
い
（
川
の
ほ
と
り
に
い
る
軍
隊
）
の
留
意
点
で
あ
る
。「
客
」
の
渡
河
に
つ
い
て
は
、
川
の
中
で
対
峙

せ
ず
、
途
中
ま
で
渡
ら
せ
た
時
点
で
迎
撃
す
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
川
の
付
近
で
戦
う
こ
と
は
禁
物
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
川
の
下
流

に
い
て
上
流
か
ら
の
敵
に
対
峙
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
。
こ
こ
で
の
「
客
」
も
、
敵
の
侵
攻
軍
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
渡
河
し
て
く

る
敵
を
迎
撃
す
る
手
段
が
明
確
に
説
か
れ
て
い
る
。

　

要
す
る
に
『
孫
子
』
で
は
、「
賓
客
」
の
一
例
を
除
い
て
、「
主
」「
客
」
が
軍
事
用
語
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
基
本
的
に
は
「
客
」

の
側
が
不
利
で
あ
る
こ
と
を
説
く
の
で
あ
る
。
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三
、
兵
家
の
「
主
」
と
「
客
」

　

こ
の
よ
う
に
、『
孫
子
』
で
は
、「
客
」「
主
人
」
に
注
目
す
べ
き
意
味
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、『
孫
子
』
独
自
の
も
の
で

あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
、
他
の
兵
書
に
も
見
え
る
軍
事
用
語
と
理
解
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
ま
ず
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
の
兵
書
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
）
3
（

。『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
﹇
貳
﹈』
所
収
の
「
論
政
論
兵
之
類
」
に
含
ま

れ
る
「
十
問
」
篇
に
は
、
次
の
よ
う
に
、「
客
主
」
と
い
う
用
例
が
見
え
る
。

兵
問
曰
、
交
和
而
舎
、
糧
食
均
足
、
人
兵
敵
衡
、
客
主
兩
懼
。
敵
人
圓
陣
以
胥
、
因
以
爲
固
、
擊
【
之
奈
何
。
曰
】、
擊
此
者
、
三

軍
之
衆
分
而
爲
四
五
、
或
傅
而
佯
北
、
而
示
之
懼
。
…
…
此
擊
圓
之
道
也
。

兵
問
に
曰
く
、
和
を
交
え
て
舎
し
、
糧
食
は
均
し
く
足
り
、
人
兵
は
敵
衡
に
し
て
、
客
主
両ふ
た
つな
が
ら
懼
る
。
敵
人
円
陣
に
し
て
以
て

胥ま

ち
、
因
り
て
以
て
固
め
を
為
せ
ば
、
之
を
撃
つ
こ
と
奈
何
。
曰
く
、
此
を
撃
つ
に
は
、
三
軍
の
衆
、
分
か
ち
て
四
五
と
為
し
、
或

い
は
傅せ
ま

（
薄
）
り
て
佯
北
し
、
而
し
て
之
に
懼
る
る
を
示
す
。
…
…
此
れ
円
を
撃
つ
の
道
な
り
。

　
『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
﹇
貳
﹈』
の
原
注
は
、
こ
の
「
客
主
」
に
つ
い
て
、「
客
指
進
攻
的
一
方
、
主
指
守
禦
的
一
方
」
と
解
説
す
る
。
妥

当
な
注
釈
で
あ
ろ
う
。
外
敵
と
対
峙
し
た
場
合
の
要
諦
を
説
く
一
節
で
あ
る
。
敵
が
堅
い
円
陣
を
作
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
自
軍
の
兵
力

を
分
割
し
て
攻
撃
を
加
え
、
時
に
「
佯
北
」（
偽
り
の
敗
走
）
を
し
て
敵
を
混
乱
さ
せ
る
。
こ
れ
が
敵
の
円
陣
を
撃
破
す
る
方
法
で
あ
る

と
い
う
。
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「主」と「客」

　

ま
た
、
こ
の
篇
の
末
尾
に
も
、
同
様
の
用
例
が
見
え
る
。

交
和
而
舎
、
客
主
兩
陣
、
敵
人
形
箕
、
計
敵
所
願
、
欲
我
陷
覆
、
擊
之
奈
何
。
擊
此
者
、
渴
者
不
飲
、
饑
者
不
食
、
三
分
用
其
二
、

期
於
中
極
。
彼
既
□
□
、
材
士
練
兵
、
擊
其
兩
翼
、
□
彼
□
喜
□
□
三
軍
大
北
。
此
擊
箕
之
道
也
。

和
を
交
え
て
舎
し
、
客
主
両
な
が
ら
陣
し
、
敵
人
箕
を
形
ど
り
、
敵
の
願つ
つ
しむ
所
を
計
る
に
、
我
が
陷
覆
を
欲
す
、
之
を
撃
つ
こ
と
奈

何
。
此
を
撃
つ
に
は
、
渴
す
る
者
も
飲
ま
さ
ず
、
饑
う
る
者
も
食
わ
せ
ず
、
三
分
し
て
其
の
二
を
用
い
て
、
中
極
を
期
す
。
彼
既
に

□
□
、
材
士
練
兵
も
て
、
其
の
両
翼
を
撃
ち
、
□
彼
□
喜
□
□
三
軍
大
い
に
北に

ぐ
。
此
れ
箕
を
撃
つ
の
道
な
り
。

　

こ
こ
で
も
、「
客
主
」
と
述
べ
た
後
、「
客
」
を
「
敵
人
」
と
言
い
換
え
て
い
る
。
敵
が
「
箕
」
の
陣
形
を
構
築
し
て
、
我
が
方
の
転
覆

を
企
図
し
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
時
は
、
必
死
の
覚
悟
で
全
軍
を
三
分
割
し
て
、
有
能
な
選
抜
兵
士

で
敵
の
両
翼
を
攻
撃
す
る
と
い
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
客
」「
主
」
が
重
要
な
軍
事
用
語
と
さ
れ
て
い
る
状
況
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

　

更
に
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
に
は
、
こ
の
「
主
」「
客
」
そ
の
も
の
を
専
論
す
る
篇
も
あ
る
。
そ
れ
が
、「
客
主
人
分
」
篇
で
あ
る
。

兵
有
客
之
分
、
有
主
人
之
分
。
客
之
分
衆
、
主
人
之
分
少
。
客
倍
主
人
半
、
然
可
敵
也
。
負
…
…
定
者
也
。
客
者
、
後
定
者
也
。
主

人
安
地
撫
勢
以
胥
。
夫
客
犯
隘
逾
險
而
至
。

兵
に
客
の
分
有
り
、
主
人
の
分
有
り
。
客
の
分
は
衆
く
、
主
人
の
分
は
少
な
し
。
客
は
倍
し
主
人
は
半
ば
に
し
て
、
然
し
て
敵
す
べ

き
な
り
。
負
…
…
定
者
也
。
客
な
る
者
は
、
後
に
定
ま
る
者
な
り
。
主
人
は
地
に
安
ん
じ
勢
い
を
撫
し
て
以
て
胥ま

つ
。
夫
の
客
は
隘

を
犯
し
険
を
逾こ

え
て
至
る
。
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念
の
た
め
、
現
代
語
訳
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
戦
闘
に
は
客
（
他
国
の
領
域
内
に
侵
攻
す
る
部
隊
）
の
分
と
主
人
（
自
国
の
領

域
内
に
あ
っ
て
防
衛
す
る
部
隊
）
の
分
と
が
あ
る
。
客
の
分
は
多
く
必
要
と
な
り
、
主
人
の
分
は
少
な
く
て
す
む
。
客
は
二
倍
の
兵
力
、

主
人
は
半
分
の
兵
力
で
、
よ
う
や
く
匹
敵
す
る
。
負
…
…
（
主
人
は
先
に
防
衛
体
制
を
）
定
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
客
は
後
か
ら
攻
撃

態
勢
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
主
人
は
地
形
を
助
け
と
し
形
勢
を
保
っ
て
敵
の
到
来
を
待
つ
。
か
の
客
は
隘
路
を
犯
し
危
険
を
越
え
て

や
っ
て
来
る
。

　

こ
の
篇
の
特
色
は
、
客
と
主
人
の
「
分
」（
分
量
・
能
力
）
に
つ
い
て
端
的
な
解
説
を
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
遠
征
軍
を
編
成
し
て
他

国
の
領
域
内
に
深
く
侵
攻
す
る
「
客
」
の
側
に
は
、
多
く
の
兵
力
が
必
要
で
あ
り
、
客
は
二
倍
の
兵
力
、
主
人
は
半
分
の
兵
力
で
、
よ
う

や
く
「
敵
」（
対
等
）
の
関
係
に
な
る
と
説
く
。
ま
た
、
主
人
の
側
は
、
先
に
防
衛
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
対
し
て
、
客
は

後
か
ら
攻
撃
態
勢
を
定
め
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
主
人
の
側
は
、
地
形
や
形
勢
の
利
を
活
か
し
て
敵
の
到
来
を
待
つ
こ
と
が
で
き
る
の

に
対
し
て
、
客
は
危
険
の
待
ち
受
け
る
遙
か
な
道
程
を
強
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
な
「
客
」
の
側
の
困
難
さ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
『
孫
子
』
も
説
い
て
い
た
が
、
こ
の
「
客
主
人
分
」
篇
は
、
そ
の
こ
と
を

よ
り
明
快
に
説
い
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

な
お
、
こ
の
「
客
主
人
分
」
篇
は
、
も
と
『
孫
臏
兵
法
』
の
一
篇
と
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
﹇
貳
﹈』
の
刊

行
に
際
し
て
、「
論
政
論
兵
之
類
」
と
し
て
再
編
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
仮
に
『
孫
臏
兵
法
』
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
篇
は
や

は
り
、
基
本
的
に
は
『
孫
子
』
の
「
客
・
主
人
」
観
を
継
承
し
、
更
に
、
そ
の
力
関
係
を
「
倍
」「
半
」
と
い
う
具
体
的
な
比
率
で
示
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

同
じ
く
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
の
中
で
「
客
」「
主
」
に
言
及
す
る
も
の
と
し
て
、「
五
名
五
恭
」
篇
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
次
の
よ
う
に
説

か
れ
て
い
る
。
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「主」と「客」

入
境
而
暴
、
謂
之
客
。
再
舉
而
暴
、
謂
之
華
。
三
舉
而
暴
、
主
人
懼
。

境
に
入
り
て
暴
な
れ
ば
、
之
を
客
と
謂
う
。
再
挙
し
て
暴
な
れ
ば
、
之
を
華
と
謂
う
。
三
挙
し
て
暴
な
れ
ば
、
主
人
懼お
そ

る
。

　

こ
こ
で
は
、
国
境
を
越
え
て
敵
の
領
内
に
侵
入
し
、
乱
暴
を
働
く
敵
を
「
客
」
と
定
義
し
、
そ
れ
が
二
度
目
に
な
る
と
「
華
」、
更
に

三
度
目
と
な
っ
て
過
激
の
度
合
い
を
増
す
と
、「
主
人
」
の
側
も
恐
懼
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。「
客
」
の
侵
攻
を
三
段
階
に
分
け
て
説

く
点
に
大
き
な
特
色
が
見
ら
れ
る
が
、「
客
」「
主
人
」
自
体
の
定
義
は
、
右
の
諸
例
と
同
様
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
出
土
文
献
だ
け
で
は
な
く
、
伝
世
テ
キ
ス
ト
で
も
同
様
に
、
兵
学
用
語
と
し
て
の
「
主
」「
客
」
が
存
在
す
る
。
ま
ず
、『
尉
繚

子
』
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

凡
守
者
、
進
不
郭
圍
、
退
不
亭
障
、
以
禦
戰
非
善
者
也
。
豪
傑
雄
俊
、
堅
甲
利
兵
、
勁
弩
強
矢
、
盡
在
郭
中
、
乃
收
窖
廩
、
毀
拆
而

入
保
、
令
客
氣
十
百
倍
而
主
之
氣
不
半
焉
。
敵
攻
者
、
傷
之
甚
也
。
然
而
世
將
弗
能
知
。（
守
権
篇
）

凡
そ
守
る
者
、
進
み
て
郭
囲
せ
ず
、
退
き
て
亭
障
せ
ず
し
て
、
以
て
禦
ぎ
戦
う
は
善
な
る
者
に
非
ざ
る
な
り
。
豪
傑
雄
俊
、
堅
甲
利

兵
、
勁
弩
強
矢
、
尽
く
郭
中
に
在
り
、
乃
ち
窖こ
う

廩り
ん

を
収
め
、
毀
拆
し
て
入
り
て
保
つ
は
、
客
気
を
し
て
十
百
倍
し
て
主
の
気
を
し
て

半
ば
な
ら
ざ
ら
し
む
。
敵
攻
む
れ
ば
、
之
を
傷
う
こ
と
甚
し
き
な
り
。
然
れ
ど
も
世
の
将
は
知
る
能
わ
ざ
る
な
り
。

　

防
御
施
設
が
不
備
で
あ
る
と
、
客
（
敵
侵
攻
軍
）
の
士
気
は
百
倍
と
な
り
、
主
（
守
備
隊
）
の
士
気
は
減
退
し
て
し
ま
う
、
と
説
い
て

い
る
。
た
だ
、『
尉
繚
子
』
で
は
、『
孫
子
』
や
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
の
兵
書
と
は
や
や
異
な
り
、「
主
」「
客
」
以
外
に
、
救
援
軍
の
重
要
性

を
指
摘
す
る
。
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攻
者
不
下
十
餘
萬
之
衆
。
其
有
必
救
之
軍
者
、
則
有
必
守
之
城
。
無
必
救
之
軍
者
、
無
必
守
之
城
。

攻
む
る
者
十
余
万
の
衆
を
下
ら
ず
。
其
れ
必
ず
救
う
の
軍
有
る
者
は
、
則
ち
必
ず
守
る
の
城
有
り
。
必
ず
救
う
の
軍
無
き
者
は
、
必

ず
守
る
の
城
無
し
。

　

戦
国
時
代
に
入
り
、
戦
争
が
複
雑
化
し
、
単
に
「
主
」「
客
」
の
対
峙
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
第
三
の
存
在
す
な
わ
ち
救
援
軍
の
有

無
が
戦
局
を
左
右
す
る
と
い
う
事
態
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
、「
主
」「
客
」
そ
の
も
の
の
定
義
は
、
ま
っ
た
く
同
様
で
あ
る
。
伝
世
兵
書
の
「
主
」「
客
」
は
ほ
ぼ
同
様
と
考
え
て
良
い
で
あ

ろ
う
。
時
代
は
降
っ
て
、
唐
の
李
靖
の
兵
書
と
さ
れ
る
『
李
衛
公
問
対
』
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
「
主
」「
客
」
が
重
要
な
論
点
と
さ

れ
て
い
る
。

太
宗
曰
、
兵
貴
爲
主
不
貴
爲
客
、
貴
速
不
貴
久
何
也
。
靖
曰
、
兵
不
得
已
而
用
之
。
安
在
爲
客
且
久
哉
。
孫
子
曰
、
遠
輸
則
百
姓

貧
。
此
爲
客
之
弊
也
。
又
曰
、
役
不
再
籍
、
糧
不
三
載
。
此
不
可
久
之
驗
也
。
臣
校
量
主
客
之
勢
、
則
有
變
客
爲
主
、
變
主
爲
客
之

術
。
太
宗
曰
、
何
謂
也
。
靖
曰
、
因
糧
於
敵
、
是
變
客
爲
主
也
。
飽
能
飢
之
、
佚
能
勞
之
。
是
變
主
爲
客
也
。
故
兵
不
拘
主
客
遲

速
、
唯
發
必
中
節
、
所
以
爲
宜
。（
巻
中
）

太
宗
曰
く
、
兵
は
主
為
る
を
貴
び
客
為
る
を
貴
ば
ず
、
速
を
貴
び
久
を
貴
ば
ざ
る
は
何
ぞ
や
。
靖
曰
く
、
兵
は
已
む
を
得
ず
し
て
之

を
用
う
。
安
く
ん
ぞ
客
為
り
且
つ
久
し
き
に
在
ら
ん
や
。
孫
子
曰
く
、
遠
く
輸
す
れ
ば
則
ち
百
姓
貧
し
と
。
此
れ
客
為
る
の
弊
な

り
。
又
曰
く
、
役
は
再
籍
せ
ず
、
糧
は
三
載
せ
ず
と
。
此
れ
久
し
く
す
べ
か
ら
ざ
る
の
験
な
り
。
臣
、
主
客
の
勢
を
校
（
較
）
量
す

れ
ば
、
則
ち
客
を
変
じ
て
主
と
為
し
、
主
を
変
じ
て
客
と
為
す
の
術
有
り
。
太
宗
曰
く
、
何
の
謂
い
ぞ
や
。
靖
曰
く
、
糧
を
敵
に
因
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「主」と「客」

る
は
、
是
れ
客
を
変
じ
て
主
と
為
す
な
り
。
飽
け
ば
能
く
之
を
飢
え
し
め
、
佚
な
れ
ば
能
く
之
を
労
せ
し
む
。
是
れ
主
を
変
じ
て
客

と
為
す
な
り
。
故
に
兵
は
主
客
遅
速
に
拘
わ
ら
ず
、
惟
だ
発
し
て
必
ず
節
に
中あ
た

る
は
、
宜
と
為
す
所
以
な
り
。

　

こ
こ
で
太
宗
は
、
軍
事
に
お
い
て
「
主
」
と
な
る
の
を
尊
び
「
客
」
と
な
る
の
を
尊
ば
な
い
の
は
な
ぜ
か
、
ま
た
、「
速
」
を
尊
び

「
久
」
を
尊
ば
な
い
の
は
な
ぜ
か
と
問
う
。
こ
の
問
い
に
対
し
て
、
李
靖
は
、「
兵
は
已
む
を
得
ず
し
て
之
を
用
う
」
る
も
の
だ
と
し
、
専

守
防
衛
と
短
期
決
戦
が
肝
要
だ
と
説
く
。
す
な
わ
ち
、「
客
」
と
な
っ
て
他
国
へ
進
攻
す
る
こ
と
、
お
よ
び
そ
れ
に
よ
っ
て
長
期
戦
と
な

る
こ
と
を
評
価
し
て
い
な
い
。
基
本
的
に
は
「
主
」「
速
」
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
客
（
長
駆
侵
攻
軍
）
の
側
が
不
利
だ
と
し

て
様
々
な
留
意
点
を
説
く
『
孫
子
』
と
同
様
で
あ
る
。

四
、
も
う
一
つ
の
「
主
」「
客
」

　

そ
し
て
実
は
、
こ
う
し
た
兵
学
に
お
け
る
「
主
」「
客
」
の
定
義
は
、
兵
書
以
外
の
文
献
に
お
い
て
も
正
し
く
認
識
さ
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、『
国
語
』
越
語
下
篇
に
は
、「
夫
聖
人
隨
時
以
行
、
是
謂
守
時
、
天
時
不
作
、
弗
爲
人
客
（
夫
れ
聖
人
時
に
随
い
て
以
て
行
う
、
是

れ
を
時
を
守
る
と
謂
い
、
天
時
作お
こ

ら
ざ
れ
は
、
人
の
客
と
為
ら
ず
）」
と
あ
り
、
そ
の
韋
昭
注
に
「
攻
者
爲
客
」
と
説
く
。『
公
羊
伝
』
で

も
、「
春
秋
伐
者
爲
客
」（
荘
公
二
十
八
年
）
と
定
義
し
、『
礼
記
』
月
令
注
に
「
爲
客
不
利
、
主
人
則
可
」
と
あ
り
、
そ
の
疏
に
「
起
兵

伐
人
者
、
謂
之
客
、
敵
來
捍
禦
者
、
謂
之
主
（
兵
を
起
こ
し
て
人
を
伐
つ
者
、
之
を
客
と
謂
い
、
敵
来
り
て
捍
禦
す
る
者
、
之
を
主
と
謂

う
）」
と
解
説
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
兵
書
の
定
義
す
る
「
主
」「
客
」
と
ま
っ
た
く
同
様
で
あ
る
。

　

更
に
、
兵
書
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、『
商
君
書
』
で
も
、
軍
事
に
つ
い
て
言
及
す
る
兵
守
篇
に
、「
城
盡
夷
、
客
若
有
從
以
入
、
則
客
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必
罷
、
中
人
必
佚
矣
」
と
見
え
、『
墨
子
』
に
も
、「
敵
人
且
至
、
千
丈
之
城
、
必
郭
迎
之
、
主
人
利
。
不
盡
千
丈
者
勿
迎
也
、
視
敵
之
居

曲
、
衆
少
而
應
之
、
此
守
城
之
大
體
也
」（
号
令
篇
）、「
禽
子
問
曰
、「
客
衆
而
勇
、
輕
意
見
威
、
以
駭
主
人
。
薪
土
俱
上
、
以
爲
羊
坽
、

積
土
爲
高
、
以
臨
吾
民
、
蒙
櫓
俱
前
、
遂
屬
之
城
、
兵
弩
俱
上
、
爲
之
奈
何
」（
雑
守
篇
）
と
説
く
。

　

こ
の
よ
う
に
、
兵
書
で
は
、
出
土
文
献
、
伝
世
文
献
を
問
わ
ず
、「
主
」「
客
」
が
重
要
な
兵
学
用
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
ま

た
、
兵
書
以
外
の
他
の
文
献
も
そ
の
こ
と
を
正
し
く
認
識
し
て
い
た
。
た
だ
、
こ
れ
は
、
兵
学
の
「
主
」「
客
」
が
、
漢
字
の
原
義
を

ま
っ
た
く
無
視
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
や
は
り
、「
主
」「
客
」
の
原
義
は
そ
れ
ぞ
れ
の
語
に
内
包
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ

う
。「
客
」
は
国
境
線
を
越
え
て
進
攻
し
て
く
る
敵
で
あ
り
、「
主
」
は
根
拠
地
に
あ
っ
て
そ
れ
を
迎
え
撃
つ
軍
を
い
う
。
客
人
、
主
人
と

い
う
原
義
が
軍
事
と
い
う
場
面
で
特
殊
な
意
味
づ
け
を
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　

な
お
、
出
土
資
料
の
中
で
、
今
一
つ
注
意
を
要
す
る
の
は
、
こ
う
し
た
軍
事
の
場
と
は
異
な
る
使
用
例
が
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
、
居
延
漢
簡
、
敦
煌
漢
簡
な
ど
に
見
え
る
行
政
用
語
と
し
て
の
「
客
」
で
あ
る
。
要
点
の
み
を
端
的
に
述
べ
れ

ば
、
そ
れ
ら
出
土
文
書
に
見
え
る
「
客
」
と
は
、
客
の
身
分
で
西
北
の
辺
境
地
で
生
活
し
て
い
た
「
東
方
」
人
を
指
す
。
ま
た
、「
客
吏

民
」「
客
民
卒
」
な
ど
の
呼
称
が
あ
り
、「
客
」
に
も
身
分
の
相
違
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
）
4
（

。「
客
」
は
定
住
し
な
い
流
動
人
口
で
あ

り
、
特
に
西
北
地
区
の
政
治
・
経
済
・
軍
事
・
外
交
な
ど
に
お
い
て
、
き
わ
め
て
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
睡
虎
地

秦
墓
竹
簡
『
法
律
答
問
』
に
、「
何
謂
旅
人
。
●
寄
及
客
、
是
謂
旅
人
」
と
あ
る
。
こ
う
し
た
行
政
上
の
「
客
」
も
重
要
で
あ
る
が
、
や

や
特
殊
な
用
例
で
あ
り
、
本
稿
の
検
討
と
は
直
接
関
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
）
5
（

。
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「主」と「客」

結　

語

　

こ
の
よ
う
に
、「
主
」「
客
」
は
、
兵
家
の
中
で
共
有
さ
れ
て
い
た
軍
事
用
語
で
あ
っ
た
。「
客
」
と
は
、
自
国
を
離
れ
、
他
国
の
領
域

に
侵
攻
す
る
遠
征
軍
、「
主
人
」
と
は
、
自
国
の
領
域
内
に
あ
っ
て
そ
れ
を
迎
え
撃
つ
守
備
軍
を
意
味
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
基
本
的
に

は
「
客
」
の
側
に
多
く
の
兵
力
・
物
資
・
食
糧
が
必
要
と
な
り
不
利
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　

と
す
れ
ば
、『
老
子
』
第
六
十
九
章
の
「
主
」「
客
」
は
、
は
た
し
て
兵
家
言
の
引
用
だ
っ
た
と
断
定
し
て
良
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
仮
に

そ
う
だ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
『
孫
子
』
系
の
兵
書
の
言
葉
で
は
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
こ
こ
は
兵
家
言
と
い
う
よ

り
は
、
用
兵
に
関
す
る
こ
と
わ
ざ
程
度
の
意
味
と
理
解
し
て
お
い
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。『
老
子
』
は
「
主
」
よ
り
も
「
客
」
の

立
場
と
な
る
こ
と
を
推
奨
す
る
が
、
兵
家
は
、
逆
に
「
客
」
と
な
る
こ
と
の
困
難
さ
を
説
く
。
両
者
の
「
主
」「
客
」
観
は
、
む
し
ろ
正

反
対
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

﹇
注
﹈

（
1
） 『
論
語
』に
は
、
公
冶
長
篇
と
憲
問
篇
に「
賓
客
」の
語
が
各
一
例
見
え
る
。

（
2
） 

北
京
大
学
が
二
〇
〇
九
年
に
入
手
し
た
漢
代
の
竹
簡『
老
子
』テ
キ
ス
ト
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
著『
竹
簡
学
│
中
国
古
代
思
想
の
探
究
│
』（
大

阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
）第
三
部
第
五
章
参
照
。

（
3
） 

銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
著『
竹
簡
学
』第
三
部
第
二
章
〜
第
四
章
、
お
よ
び
拙
著『
中
國
出
土
文
獻
研
究
│
上
博
楚
簡
與

銀
雀
山
漢
簡
』（
台
湾
・
花
木
蘭
文
化
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）第
三
部
分
第
九
章
〜
第
十
一
章
参
照
。
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（
4
）こ
の
点
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
王
子
今『
秦
簡
称
謂
研
究
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）参
照
。

（
5
）な
お
、
行
政
用
語
と
し
て
の「
主
客
」は
ま
っ
た
く
別
の
意
味
で
あ
る
。
後
世
の
官
名
で
、
外
国
使
節
の
接
待
を
つ
か
さ
ど
っ
た
。

﹇
附
記
﹈

　

本
稿
は
、
平
成
二
十
六
年
度
〜
三
十
年
度
・
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
Ｂ「
中
国
新
出
土
文
献
の
思
想
史
的
研
究
│
戦
国
簡
・
秦
簡
・

漢
簡
│
」（
研
究
代
表
者
湯
浅
邦
弘
）に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
、
二
〇
一
五
年
十
月
四
日
、
香
港
浸
會
大
学
で
開
催
さ
れ
た「「
先
秦
經

典
字
義
源
流
」國
際
學
術
研
討
會
」に
お
い
て「「
主
」與「
客
」│
以
兵
家
和
道
家
為
中
心
│
」と
題
し
て
中
国
語
で
口
頭
発
表
し
た
原
稿
に
基
づ
い
て
修

訂
し
、
日
本
語
版
と
し
て
定
稿
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
文
学
研
究
科
教
授
）
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摘要

「主」與「客」

―以兵家和道家爲中心―

湯淺 邦弘

「主」與「客」是一對典型的反義詞，一般表示主人與客人，但在中國古

典中，有時被賦予了獨特的意義。本稿中，就以兵家及道家的「主」、「客」進

行探討。

首先，在《老子》第六十九章中，有「用兵有言曰：「吾不敢為主而為客、

不敢進寸而退尺」」一節。這一節通常被翻譯為「作為用兵之言有如下所述：「自

己不敢作為主體而寧可作為客體。不敢多前進一寸而寧可多後退一尺」」。不過

問題的所在是該「用兵之言」，對此，通常認為是對兵家之言的引用。

在此，本稿對兵家中的「主」、「客」進行了探討。在《孫子》中、除「賓

客」一例，「客」均用作越過國境侵略他國的攻撃軍，而「主」則均用作在根

拠地進行迎擊的防衛軍的意思。而且，因為「客」方多伴隨眾多的困難，所以

基本上可以看出，其中具有成為「客」則不利的認識。

《孫子》如此的「主」、「客」觀，也共通於銀雀山漢墓竹簡所收的兵書及

傳世兵書《尉繚子》、《李衛公問對》等文獻中，而且在其他的文獻中，也正確

認識到了軍事上「主」、「客」的定義。

因此，《老子》第六十九章的「主」、「客」，仍是以《老子》思想為基礎的

用語，在兵家之言的引用一點上，尚有疑問。假使確為兵家之言，也並非為

《孫子》系列的兵書。與其認為其是兵家之言，倒不如理解為，只是關於用兵

的諺語程度的用語比較合理。比起「主」的立場，《老子》更主張成為「客」

的立場，但相反，兵家則在論說成為「客」的困難。兩者的「主」、「客」觀，

不如認為是正好相反。
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